



















































工程のすべては女たちの仕事であった。それ以後 時代 ものようであったとみられる。 「かせ」
（かし）
が女歌にうたわ
















































































































































































































































































いをつのらせるのであり れは「かしかき」と等しいが、その表現のありようにおいて っている あえていうとこれは石垣島において創案されたもう一つ 「かしかき」と呼ぶべき女歌、女踊であろう。　
なお木綿は一般的にいうと、鎌倉時代に中国、朝鮮から織物






























































































 麻の布を織り出づることは、麻は種を蒔くよりはじめて、苅るべき時に ぬれば、これを苅り、からを剥ぎ捨て麻となし、その後にこれを績み、へそ（巻子）に巻き、しつのおたまくりかへしては、これをつむ（綜）ぎ、 せ（鹿杖）にかけ、くるへぎ（反転）にかけ、わくにうつして後、たて（経）ぬき（緯）といふ物にし 又くだ（管になし、さまざまにすれば、ち （千名に）名を立つにたとふ。
　　　　
 という。万葉の時代に「わく」が使われて たか否かわからないが、仙覚は麻糸をまず、 「へそ」に巻き、次いで「かせ」「くるべき」 「わく」に掛けて後に機にしつらえるというのである。むしろ仙覚が生きた鎌倉時代にそのよう し の
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い、四葉即ち八本を『一手』 （チュテイ）という。一手の十倍即ち八十本が『一読』 （チュユミ）となる。従って二十読の布はその経糸が千六百本となる」という。そして「本島では二十読が最上の布であった」という。
これは二〇一五年一〇月一〇日宮城学院女子大学音楽館ハンセン記念ホールで催された「八重山の芸能に触れる―琉球大学八重山芸能研究会による公演」において依頼され話した「月夜浜節」の解説に基づいてまとめたものである。
